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性
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備
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新
旧
対
照
条
文

目
次

○

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

1

○

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

8

○

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

9

○

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）

10

○

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
九
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
）

11

○

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
関
係
）

12

○

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
関
係
）

13

○

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）

14

○

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
八
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）

15

※
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政

令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
令
和
六
年
四
月
一
日
施
行
）
に
よ
る
改
正
後
の
も
の
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新
旧
対
照
条
文

○

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
（
第
三
条
―
第
八
条
の
三
）

第
二
節

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
（
第
二
条
の
三
―
第
八
条
の

三
）

第
二
節
の
二
～
第
五
節

（
略
）

第
二
節
の
二
～
第
五
節

（
略
）

第
二
章
～
第
十
章

（
略
）

第
二
章
～
第
十
章

（
略
）

附
則

附
則

（
都
道
府
県
知
事
が
特
定
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

（
都
道
府
県
知
事
が
特
定
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

第
二
条
の
二

法
第
二
条
第
三
十
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の

第
二
条
の
二

法
第
二
条
第
三
十
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の

う
ち
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又

う
ち
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村

は
建
築
副
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
の
も
の
は
、
第
百
四
十
八
条
第
一

の
区
域
内
の
も
の
は
、
第
百
四
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
以
外
の

項
に
規
定
す
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
と
す
る
。

建
築
物
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
三
十
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
法
第

２

法
第
二
条
第
三
十
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
法
第

九
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副

九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内

主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も
の
は
、
第
百
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定

の
も
の
は
、
第
百
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
と
す
る
。

す
る
建
築
物
と
す
る
。

（
受
検
資
格
）

（
削
る
）

第
二
条
の
三

法
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。
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一

建
築
審
査
会
の
委
員
と
し
て
行
う
業
務

二

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
。
）
の
学
部
、
専
攻
科
又
は
大
学
院
に
お
い
て
教
授
又
は

准
教
授
と
し
て
建
築
に
関
す
る
教
育
又
は
研
究
を
行
う
業
務

三

建
築
物
の
敷
地
、
構
造
及
び
建
築
設
備
の
安
全
上
、
防
火
上
又
は
衛
生

上
の
観
点
か
ら
す
る
審
査
又
は
検
査
の
業
務
（
法
第
七
十
七
条
の
十
八
第

一
項
の
確
認
検
査
の
業
務
（
以
下
「
確
認
検
査
の
業
務
」
と
い
う
。
）
を

除
く
。
）
で
あ
つ
て
国
土
交
通
大
臣
が
確
認
検
査
の
業
務
と
同
等
以
上
の

知
識
及
び
能
力
を
要
す
る
と
認
め
た
も
の

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
基
準
）

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
基
準
）

第
三
条

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
法

第
三
条

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
法

第
六
条
第
一
項
又
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
す
る
た

第
六
条
第
一
項
又
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
行
う
。

め
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
に
つ
い
て
行
う
。

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
方
法
）

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
方
法
）

第
四
条

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
考
査
に
よ
つ
て
行
う
。

第
四
条

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
経
歴
審
査
及
び
考
査
に
よ
つ

て
行
う
。

（
削
る
）

２

前
項
の
経
歴
審
査
は
、
建
築
行
政
又
は
確
認
検
査
の
業
務
若
し
く
は
第
二

条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
実
務
の
経
歴
に
つ
い
て
行
う
。

２

前
項
の
考
査
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
建
築
基
準
関
係
規
定
に
関
す
る
知

３

第
一
項
の
考
査
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
建
築
基
準
関
係
規
定
に
関
す
る

識
に
つ
い
て
行
う
。

知
識
に
つ
い
て
行
う
。

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
施
行
）

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
施
行
）

第
五
条

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
一
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資

第
五
条

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
毎
年
一
回
以
上
行
う
。

格
者
検
定
又
は
二
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き

、
毎
年
一
回
以
上
行
う
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
委
員
の
定
員
）

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
委
員
の
定
員
）
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第
七
条

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
委
員
の
数
は
、
一
級
建
築
基
準
適

第
七
条

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
委
員
の
数
は
、
十
人
以
内
と
す
る

合
判
定
資
格
者
検
定
又
は
二
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
に
関
す
る

。

事
務
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
十
人
以
内
と
す
る
。

（
受
検
手
数
料
）

（
受
検
手
数
料
）

第
八
条
の
三

法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
受
検
手
数
料
の
額
は
、
一
級
建
築
基

第
八
条
の
三

法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
受
検
手
数
料
の
額
は
、
三
万
円
と
す

準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
又
は
二
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
そ

る
。

れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
二
万
七
千
円
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
基
準
等
）

（
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
基
準
等
）

第
八
条
の
五

（
略
）

第
八
条
の
五

（
略
）

２

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
経
歴
審
査
及
び
考
査
に
よ
つ
て
行

（
新
設
）

う
。

３

前
項
の
経
歴
審
査
は
、
法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定

（
新
設
）

の
業
務
又
は
前
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
実
務
の
経
歴
に
つ
い
て
行

う
。

４

第
二
項
の
考
査
は
、
法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
構
造
計
算

（
新
設
）

基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
行
う
。

５

第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
八
条
の
二
の
規
定
は
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格

２

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
及
び
第
八
条
の
二
の
規
定
は
構
造
計
算
適
合
判

者
検
定
に
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検

定
資
格
者
検
定
に
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
構
造
計
算
適
合
判
定
資

定
委
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
中
「

格
者
検
定
委
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
二

一
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
又
は
二
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格

項
中
「
建
築
行
政
又
は
確
認
検
査
の
業
務
若
し
く
は
第
二
条
の
三
各
号
に
掲

者
検
定
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
毎
年
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
に
」
と
、
第
六

げ
る
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判

条
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
の
五
第
一
項
」
と
、

定
の
業
務
又
は
第
八
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
業
務
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「

第
七
条
中
「
数
は
、
一
級
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
又
は
二
級
建
築

第
六
条
第
一
項
の
建
築
基
準
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
の
三
第
一

基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
に
関
す
る
事
務
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
」
と
あ
る

項
に
規
定
す
る
特
定
構
造
計
算
基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
」
と

の
は
「
数
は
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

、
第
五
条
第
一
項
中
「
毎
年
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
に
」
と
、
第
六
条
中
「

第
五
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
の
五
第
一
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。
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第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
九

法
第
七
十
七
条
の
六
十
五
の
政
令
で
定
め
る
手

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
九

法
第
七
十
七
条
の
六
十
五
（
法
第
七
十
七
条
の

数
料
の
額
は
、
一
万
五
千
円
と
す
る
。

六
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
手

数
料
の
額
は
、
一
万
二
千
円
と
す
る
。

２

法
第
七
十
七
条
の
六
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
七
条
の

（
新
設
）

六
十
五
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
一
万
二
千
円
と
す
る
。

（
市
町
村
の
建
築
主
事
等
の
特
例
）

（
市
町
村
の
建
築
主
事
等
の
特
例
）

第
百
四
十
八
条

（
略
）

第
百
四
十
八
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
九
十
七
条
の
二
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
に

（
新
設
）

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
建
築
主
事
」
と
あ
る

の
は
、
「
建
築
副
主
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
九
十
七
条
の
二
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
事

２

法
第
九
十
七
条
の
二
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
事

務
（
建
築
審
査
会
が
置
か
れ
て
い
な
い
市
町
村
の
長
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号

務
（
建
築
審
査
会
が
置
か
れ
て
い
な
い
市
町
村
の
長
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
）
と
す
る
。

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
）
と
す
る
。

一

法
第
六
条
の
二
第
六
項
及
び
第
七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
八

一

法
第
六
条
の
二
第
六
項
及
び
第
七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
八
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
七
条
の
二
第
七

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
七
条
の
二
第
七

項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法

項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法

第
七
条
の
四
第
七
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

第
七
条
の
四
第
七
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条

法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条

の
二
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項

の
二
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
の
三
（
法
第
八
十
八

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
の
三
（
法
第
八
十
八

条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
の
四
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
九
条
の
四
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
条
（
法
第
八
十
八
条

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
条
（
法
第
八
十
八
条

第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
一

第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
一

条
第
一
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

条
第
一
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
二
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に

合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
二
条
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
八
条
第
二
十
五
項
（
法
第

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
十
八
条
第
二
十
五
項
（
法
第
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八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準

八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
、
法
第
八
十

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
、
法
第
八
十

五
条
第
三
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に

五
条
第
三
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八

よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八

十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
認
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項

定
に
よ
る
認
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項

及
び
第
六
項
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。

及
び
第
六
項
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）
、
法
第
八
十
六
条
の
五
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に

）
、
法
第
八
十
六
条
の
五
第
二
項
及
び
第
四
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
認
定
の
取
消
し
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八
十
六
条
の
六
、

よ
る
認
定
の
取
消
し
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
八
十
六
条
の
六
、

法
第
八
十
六
条
の
八
（
第
二
項
を
除
き
、
法
第
八
十
七
条
の
二
第
二
項
に

法
第
八
十
六
条
の
八
（
第
二
項
を
除
き
、
法
第
八
十
七
条
の
二
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
、
法

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
、
法

第
八
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
五

第
八
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
（
同
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。

項
の
規
定
に
よ
り
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）
並
び
に
法
第
九
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
た
る
特
定
行

）
並
び
に
法
第
九
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
た
る
特
定
行

政
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
又

政
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
又
は

は
工
作
物
に
係
る
事
務

工
作
物
に
係
る
事
務

二

法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
、
法

二

法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
、
法

第
五
十
二
条
第
十
四
項
（
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
以
下

第
五
十
二
条
第
十
四
項
（
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
同
条
第
十
五
項
（
同
条
第
十
四
項
の
規
定

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
同
条
第
十
五
項
（
同
条
第
十
四
項
の
規
定

に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る

に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
法
第
五
十
三
条
第
六
項
第
三
号
、
同
条
第
九
項

法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
法
第
五
十
三
条
第
六
項
第
三
号
、
同
条
第
九
項

（
同
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お

（
同
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
第

い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
第

三
号
及
び
第
四
号
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第

三
号
及
び
第
四
号
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第

二
項
、
法
第
六
十
七
条
第
三
項
第
二
号
、
同
条
第
十
項
（
同
号
の
規
定
に

二
項
、
法
第
六
十
七
条
第
三
項
第
二
号
、
同
条
第
十
項
（
同
号
の
規
定
に

よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
法

よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
四
十
四
条
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条
第
三
項
第
二
号
、
同
条
第
六
項
（

第
四
十
四
条
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条
第
三
項
第
二
号
、
同
条
第
六
項
（

同
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い

同
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条
の
七
第
五
項
並
び

て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条
の
七
第
五
項
並
び

に
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る

に
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
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都
道
府
県
知
事
た
る
特
定
行
政
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
第
一

都
道
府
県
知
事
た
る
特
定
行
政
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
前
項

項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
又
は
工
作
物
に
係
る
事
務

各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
又
は
工
作
物
に
係
る
事
務

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

４

法
第
九
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の

３

法
第
九
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の

長
が
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
法
第
十
二
条
第
四
項
た
だ
し
書
、

長
が
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
法
第
十
二
条
第
四
項
た
だ
し
書
、

法
第
八
十
五
条
第
八
項
又
は
法
第
八
十
七
条
の
三
第
八
項
の
規
定
に
係
る
も

法
第
八
十
五
条
第
八
項
又
は
法
第
八
十
七
条
の
三
第
八
項
の
規
定
に
係
る
も

の
を
行
う
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

の
を
行
う
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
建
築
審
査
会
」
と
あ
る
の
は
、
「
建
築
審
査
会
（
建
築
審
査
会
が

規
定
中
「
建
築
審
査
会
」
と
あ
る
の
は
、
「
建
築
審
査
会
（
建
築
審
査
会
が

置
か
れ
て
い
な
い
市
町
村
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府

置
か
れ
て
い
な
い
市
町
村
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府

県
の
建
築
審
査
会
）
」
と
す
る
。

県
の
建
築
審
査
会
）
」
と
す
る
。

５

法
第
九
十
七
条
の
二
第
五
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
政
令
中
都
道
府

４

法
第
九
十
七
条
の
二
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
政
令
中
都
道
府

県
知
事
た
る
特
定
行
政
庁
に
関
す
る
規
定
は
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

県
知
事
た
る
特
定
行
政
庁
に
関
す
る
規
定
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
市
町
村
の
長
に
関
す
る
規

建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
長
に
関
す
る
規
定
と
し
て
当
該
市
町
村
の
長
に

定
と
し
て
当
該
市
町
村
の
長
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
区
の
特
例
）

（
特
別
区
の
特
例
）

第
百
四
十
九
条

（
略
）

第
百
四
十
九
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
九
十
七
条
の
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
に

（
新
設
）

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
建
築
主
事
」
と
あ
る

の
は
「
建
築
副
主
事
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
「
建

築
物
又
は
延
べ
面
積
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
建
築
物
の
う
ち
建
築
士

法
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
該
当
す
る
も
の
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
九
十
七
条
の
三
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
第
一
項
各
号
に

２

法
第
九
十
七
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
た
る
特
定
行
政

掲
げ
る
建
築
物
、
工
作
物
又
は
建
築
設
備
に
係
る
事
務
以
外
の
事
務
で
あ
つ

庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る

て
法
の
規
定
に
よ
り
都
知
事
た
る
特
定
行
政
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う

建
築
物
、
工
作
物
又
は
建
築
設
備
に
係
る
事
務
以
外
の
事
務
で
あ
つ
て
法
の

ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
務
以
外
の

規
定
に
よ
り
都
知
事
た
る
特
定
行
政
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
次

事
務
と
す
る
。

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
務
以
外
の
事
務
と

す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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４

法
第
九
十
七
条
の
三
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
政
令
中
都
道
府

３

法
第
九
十
七
条
の
三
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
政
令
中
都
道
府

県
知
事
た
る
特
定
行
政
庁
に
関
す
る
規
定
（
第
百
三
十
条
の
十
第
二
項
た
だ

県
知
事
た
る
特
定
行
政
庁
に
関
す
る
規
定
（
第
百
三
十
条
の
十
第
二
項
た
だ

し
書
、
第
百
三
十
五
条
の
十
二
第
四
項
及
び
第
百
三
十
六
条
第
三
項
た
だ
し

し
書
、
第
百
三
十
五
条
の
十
二
第
四
項
及
び
第
百
三
十
六
条
第
三
項
た
だ
し

書
の
規
定
を
除
く
。
）
は
、
特
別
区
の
長
に
関
す
る
規
定
と
し
て
特
別
区
の

書
の
規
定
を
除
く
。
）
は
、
特
別
区
の
長
に
関
す
る
規
定
と
し
て
特
別
区
の

長
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

長
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。



- 8 -

○

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
別
区
に
係
る
建
築
基
準
法
の
適
用
の
特
例
）

（
特
別
区
に
係
る
建
築
基
準
法
の
適
用
の
特
例
）

第
二
百
十
条
の
十
七

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第

第
二
百
十
条
の
十
七

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第

九
十
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条

九
十
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第
十
二
条

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
第
一

第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
二
十
五
項
、
第
七
十
条
第
四
項
、
第
七
十
二
条
第
二
項

項
、
第
二
項
及
び
第
二
十
五
項
、
第
七
十
条
第
四
項
、
第
七
十
二
条
第
二
項

、
第
七
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
建
築
主
事
を
置
く

、
第
七
十
三
条
第
二
項
並
び
に
第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
建
築
主
事
を
置
く

市
町
村
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
別
区
」
と
す
る
。

市
町
村
」
と
あ
る
の
は
、
「
特
別
区
」
と
す
る
。

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
一
条
関
係
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
一
条
関
係
）

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る

政
令
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

政
令
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

政
令

事
務

政
令

事
務

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

建
築
基
準
法
施

第
八
条
の
二
第
一
項
（
第
八
条
の
五
第
五
項
に
お
い

建
築
基
準
法
施

第
八
条
の
二
第
一
項
（
第
八
条
の
五
第
二
項
に
お
い

行
令
（
昭
和
二

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道

行
令
（
昭
和
二

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道

十
五
年
政
令
第

府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

十
五
年
政
令
第

府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

三
百
三
十
八
号

三
百
三
十
八
号

）

）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

第
一
条

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う

第
一
条

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う

。
）
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築
基
準

。
）
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築
基
準

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内

に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
の
も
の
は
、
同
法
第
六
条
第
一

の
も
の
は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、

項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途

改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基

の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に

づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る

よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築

も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物
と
す
る
。

物
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築
基
準

２

法
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築
基
準

法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建

法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区

築
副
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
（
第

域
内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
（
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
あ
っ

二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
号

条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
規
定
す
る
処
分
に
関
す
る
事

に
規
定
す
る
処
分
に
関
す
る
事
務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場

務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
を
除

合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
を
除
く
。
）
と
す
る
。

く
。
）
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

第
三
条

法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築
基
準
法
（

第
三
条

法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築
基
準
法
（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
の
も

り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
の
も
の
は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
第

の
は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築

四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の
変

、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く

更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り

命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の

都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物
と

を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物
と
す
る
。

す
る
。

２

法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築
基
準
法
第
九
十

２

法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築
基
準
法
第
九
十

七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事

七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も

を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
（
第
二
号
に
掲

の
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
（
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
地

げ
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七

号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
規
定
す

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
規
定
す
る
処
分
に
関
す
る
事
務
を
特
別

る
処
分
に
関
す
る
事
務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け

区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
を
除
く
。
）
と

る
当
該
建
築
物
を
除
く
。
）
と
す
る
。

す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
百
九
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
）（

傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
市
町
村
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

（
市
町
村
の
長
に
よ
る
事
務
の
処
理
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に

属
す
る
事
務
で
あ
っ
て
、
建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二

属
す
る
事
務
で
あ
っ
て
、
建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
に

よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
施
工
さ
れ
る
対
象
建
設

お
い
て
施
工
さ
れ
る
対
象
建
設
工
事
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
六

工
事
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建

条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転

築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
又
は
移
転
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ

に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り
都

に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と

道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物
等
に

す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物
等
に
つ
い
て
の
対
象
建
設
工
事
に
係

つ
い
て
の
対
象
建
設
工
事
に
係
る
も
の
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す

る
も
の
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
が
行
う
。

る
都
道
府
県
知
事
が
行
う
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
に
規
定
す
る
都
知
事
の
権
限
に
属
す

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
に
規
定
す
る
都
知
事
の
権
限
に
属
す

る
事
務
で
あ
っ
て
、
建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の

る
事
務
で
あ
っ
て
、
建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
に
お
い

建
築
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
に
お
い
て
施
工
さ
れ
る
対
象
建
設
工
事

て
施
工
さ
れ
る
対
象
建
設
工
事
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
施
行
令

に
係
る
も
の
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百

（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
四
十
九
条
第
一
項
各
号
に

三
十
八
号
）
第
百
四
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
等
（
同
項
第
二

掲
げ
る
建
築
物
等
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
工
作
物
に
あ
っ
て

号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に

の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
規
定
す
る
処
分
に
関
す
る
事
務

よ
り
同
号
に
規
定
す
る
処
分
に
関
す
る
事
務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と

を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
及
び
当

さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
及
び
当
該
工
作
物
を
除
く
。
）
に
関
す

該
工
作
物
を
除
く
。
）
に
関
す
る
対
象
建
設
工
事
に
係
る
も
の
は
、
都
知
事

る
対
象
建
設
工
事
に
係
る
も
の
は
、
都
知
事
が
行
う
。

が
行
う
。

４

（
略
）

４

（
略
）
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○

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

第
七
条

法
第
二
条
第
二
十
二
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち

第
七
条

法
第
二
条
第
二
十
二
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち

建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主

建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市

事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
の
も
の
は
、
同
法
第
六
条
第

町
村
の
区
域
内
の
も
の
は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物

一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用

（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並

途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定

び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建

を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物
と
す
る
。

築
物
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
二
十
二
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築

２

法
第
二
条
第
二
十
二
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建
築

基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又

基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
特
別
区

は
建
築
副
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物

の
区
域
内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
（
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に

（
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

あ
っ
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五

法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
規
定
す
る
処
分
に
関
す

同
号
に
規
定
す
る
処
分
に
関
す
る
事
務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

る
事
務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物

た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
を
除
く
。
）
と
す
る
。

を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
住
宅
）

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
住
宅
）

第
四
条

法
第
二
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
住
宅
の
う
ち
建
築
基

第
四
条

法
第
二
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
住
宅
の
う
ち
建
築
基

準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は

準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域

定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
の
も
の
は
、
同
法
第
六
条
第

内
の
も
の
は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築

一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用

、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に

途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定

基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建

る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物
で
あ
る
住
宅
と
す
る
。

築
物
で
あ
る
住
宅
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
住
宅
の
う
ち
建
築
基
準
法

２

法
第
二
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
住
宅
の
う
ち
建
築
基
準
法

第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築

第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域

副
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
住
宅
と
す
る
。

内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
住
宅
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
要
す
る
建
築
物
）

（
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
要
す
る
建
築
物
）

第
三
条

法
第
十
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

第
三
条

法
第
十
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
区
域
内
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る
当
該
各
号
に
定
め
る
建
築
物
と
す
る
。

る
区
域
内
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る
当
該
各
号
に
定
め
る
建
築
物
と
す
る
。

一

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二

一

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域

同
法
第
六
条

市
町
村
の
区
域

同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又

新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に

は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物

以
外
の
建
築
物

二

建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建

二

建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置

築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域

次
に
掲
げ
る
建
築
物

く
特
別
区
の
区
域

次
に
掲
げ
る
建
築
物

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）
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○

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
八
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）

※
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
令
和
六
年
四
月
一
日
施
行
）
に
よ
る
改
正
後
の
も
の

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

（
都
道
府
県
知
事
が
所
管
行
政
庁
と
な
る
建
築
物
）

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う

ち
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第

ち
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
十
七
条
の
二
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
市
町

一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村
の
区
域
内
の
も
の
は
、
同
法

村
の
区
域
内
の
も
の
は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（

第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移

そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び

転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条

に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を

例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）

必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
建
築
物
と
す
る
。

以
外
の
建
築
物
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建

２

法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
う
ち
建

築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事

築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
を
置
く
特
別

又
は
建
築
副
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域
内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築

区
の
区
域
内
の
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
（
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物

物
（
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

に
あ
っ
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
規
定
す
る
処
分
に
関

り
同
号
に
規
定
す
る
処
分
に
関
す
る
事
務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ

す
る
事
務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築

れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
を
除
く
。
）
と
す
る
。

物
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）


